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　消化器症状は日常診療のなかでもふれる機会が多い症状の1つです．実際には急性疾患が多いと

思いますが，なかには慢性の経過をたどる患者さんもいます．消化器は体の表面から判断すること

ができない臓器の1つですので，臨床症状や経過，臨床検査などから疾患や病態を想像する必要が

あります．消化器疾患における検査としては，血液検査や便検査のような簡単に実施可能な検査か

ら，消化器を目で見ることが可能になる超音波・CT・MRI・内視鏡などの画像検査，消化器に特徴

的である栄養素の消化吸収能力をみるための消化吸収機能検査，消化管の蠕動状態を確認する消化

管機能検査など多分野で多岐にわたる検査を行う必要があります．しかし，目に見えない消化器に

関する検査を実施して病態を想像するといえど経験や知識がないと非常に難しいことだと思います．

　本特集では，下痢，腹痛，便秘，血便，吐血などの小児の消化器症状から，どのような疾患が考

えられ，その疾患の診断に至るまでに必要な検査は何か，一部では病勢を把握できる検査もあるこ

とから，小児消化器疾患の診断から臨床経過までを把握できるように編集いたしました．小児消化

器疾患の関連する検査を簡単に実施できるものから大掛かりな機器が必要なものまで網羅的に学ぶ

ことができるため，本号を一読することで小児の消化器症状に対する日常診療が飛躍的に向上し役

立つことを期待します．また，2021年には厚生労働科学研究費事業「小児期から移行期・成人期を

包括する希少難治性慢性消化器疾患の医療政策に関する研究」班会議から『難治性下痢症診断の手

引き』が発刊されました．このなかにも難治性下痢症を診断するために必要な検査について詳細に

記載されていますので参考にしていただけますと幸いです．第Ⅰ章では血液検査として栄養評価，

炎症反応，消化吸収能，肝胆膵機能，腫瘍マーカー，遺伝子検査などとまとめました．第Ⅱ章では

便検査として，潜血，消化吸収検査，蛋白漏出関連検査，炎症マーカー，感染症関連の検査を網羅

しました．第Ⅲ章では画像検査として，X線から造影検査，超音波検査，CT・MRI，内視鏡検査，

腸管粘膜病理検査まで含めています．第Ⅳ章では消化管機能検査として腸管蠕動に関連した検査を

挙げてみました．最後の第Ⅴ章ではヘリコバクター・ピロリ菌に関する検査は多岐に渡るため1つ

の章にまとめました．簡単に実施可能な血液検査から専門医師でないと判定が難しい検査まで1つ

に集約させましたので，実に勉強になる特集になったと考えます．

　最後に，今回の特集号が充実した内容になりましたのは，多大な時間を要してご執筆いただいた

多くの小児消化器疾患専門医師の先生方からのご協力の賜物でございます．心より感謝申し上げま

す．

消化器関連検査を極める！
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